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１． はじめに 

欧州委員会が 2023 年 7 月に公表した廃

自動車（ End-of-Life（Vehicles（ ELV）規則案

1）では、車両に使用されるプラスチックにリ

サイクルプラスチックを使用すること、さ

らにその一部を廃車由来とすることを求め

ている。 

このリサイクルプラスチックの使用義務

により、化学物質管理に新たな論点が生じ

る可能性がある。具体的には、廃車由来プラ

スチックを新車設計に再投入する際に、か

つては使用できたが、現在は制限・禁止され

た物質 レガシー物質）が残存する可能性が

ある。 

さらに現在欧州ではサーキュラーエコノ

ミーの文脈から、管理すべき物質の対象と

して、これまでの健康や環境への有害性を

もつ物質に加え、リユースやリサイクルに

悪影響を及ぼす物質 以下、「循環阻害物質」

という）を追加しつつある。例えば欧州委員

会の REACH および CLP 規則主管当局合

同会議 CARACAL）が（ 2024 年に公表した

文書では、REACH/CLPは有害性分類やリ

スク管理など、化学物質の安全性という観

点から規制を行う一方、2024 年 7 月 18 日

に採択されたエコデザイン規則 (EU)（

2024/1781）2）はリサイクル性などへの懸念

という観点から、物質の制限を設定可能で

あることに言及している 3）。このように、化

学物質管理は大きな転換点を迎えている

 図１）。 

そこで本稿では、どのような物質が循環

阻害物質とみなされ得るか、現在の動向を

紐解くと共に、今後の自動車業界への影響

ととるべき対策について考察する。 
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図 1 管理すべき物質の拡大 

 

２． エコデザイン規則や ELV 規則に

おける循環阻害物質への言及 

エコデザイン規則では、懸念物質 subst

ance（ of（ concern（ SoC）の定義（ 表 1）に、

「製品材料のリユースとリサイクルに悪影

響を及ぼす物質」が明記されている。エコデ

ザイン規則はデジタル製品パスポート DP

P）により、製品のライフサイクル全体にわ

たって SoCを追跡可能とすることを求めて

おり、この枠組みの中で循環阻害物質も管

理対象に含まれる。 

 

自動車はエコデザイン規則の適用対象外

であるものの、上記 SoCの定義は、ELV規

則案においても踏まえられている。ELV 規

則案では、含有物質への要求事項として、

鉛・水銀・カドミウム・六価クロムの 4 種

類の自動車への使用の規制に加え、SoC を

最小限に抑えることを要求しており、ELV

規則案の SoC の定義は欧州委員会案 1）、欧

州議会改定案 4）、欧州理事会改定案 5）でそ

れぞれ異なるものの、以下の内容が提案さ

れている。 

• 欧州委員会案 エコデザイン規則で定義

される SoCとすることを提案 

• 欧州議会改定案 欧州化学品庁が SoCの

リストを作成することを提案 

• 欧州理事会改定案 リサイクル阻害物質

の制限を評価・検討することを提案 

 

さらに、ELV 規則案は車両循環パスポー

トにより解体・リサイクルに必要な情報を

デジタル形式で提供することを求めている

が、エコデザイン規則などの関連規定と整

合させることや、他の EU（ パスポート エ

コデザイン規則のDPP等と予想される）と

の相互運用が言及されている。 

このように、自動車分野では今後、循環阻害

物質の管理や、車両循環パスポート等を通

じた情報伝達が求められると予想される。 
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表 1 エコデザイン規則における懸念物質の定義 

分類 詳細 

(a)REACH規則の SVHC 高懸念物質） ― 

(b)CLP 規則の調和化分類物質 発がん性区分 1及び 2 

生殖細胞変異原性区分 1及び 2 

生殖毒性区分 1及び 2 

人に対する内分泌かく乱作用 

環境に対する内分泌かく乱作用 

PMT/vPvM 

PBT/vPvB 

呼吸器感作性区分 1 

皮膚感作性区分 1 

特定標的臓器毒性 単回暴露）区分 1及び 2 

特定標的臓器毒性 反復暴露）区分 1及び 2 

水生環境に対する慢性有害性区分 1～4 

オゾン層への有害性 

(c)欧州 POPs 規則 EU（2019/1021）対象の

残留性有機汚染物質 

― 

(d)製品材料のリユースとリサイクルに悪影響

を及ぼす物質 

EUの製品別エコデザイン要求事項で定義される見込

み 

３． 循環阻害物質の定義 

エコデザイン規則では循環阻害物質につ

いて、少なくとも以下の点を考慮するとさ

れている。 

• 標準的なリサイクル技術で処理が困難・

高コストになるか 

• 再生材の品質・機能・価値を著しく損な

うか 

• 再生材の外観や臭気に悪影響を及ぼす

か 

なお、規則内では、製品グループごとに委

員会が該当する物質を決定するとされてお

り、現時点では具体的な物質は挙げられて

いない。 

またエコデザイン規則に関連して、欧州

委員会JRCが2024年に実施した第（ 2（ 回オ

ンライン・ステークホルダー協議会では、表 

2 の通り「製品材料の再使用とリサイクル

に悪影響を及ぼす物質」の分類として、

Process-disturbing 工程阻害）（ SoC と

Quality-disturbing（ 品質化化）（ SoC を示し
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ている 6）7）。 

 

表 2 「製品材料の再使用とリサイクルに悪影響を及ぼす物質」の分類 

分類 詳細 

Process-disturbing 工程阻害）SoC 廃棄物処理プロセスを混乱させ、再利用またはリサイク

ルプロセスをより複雑にし、コストがかかり、環境に影

響を及ぼし、エネルギーや資源を大量に消費する可能性

のある物質。 

Quality-disturbing 品質化化）SoC リサイクルの 技術的）品質と性能特性を低下させる物

質。これには、リサイクル材の機械的・技術的・化学

的・物理的特性に変化をもたらし、期待される性能が得

られず、新品代替品と競合できなくなる物質が含まれ

る。 

 

４． 先行分野での循環阻害物質の 

動向 

２章の通り、今後適切な含有物質管理を

行っていく上では、有害な化学物質への対

応のみならず、循環阻害物質を特定し、これ

らへの対応も必要となる。今後どのような

物質が循環阻害物質とみなされ得るかの参

考として、先行している３分野（ 電機電子分

野、電池分野、包装 パッケージ）分野）で

の循環阻害物質に関する検討動向を紹介す

る。 

 

4.1 電機電子分野における動向 

電機電子分野では、ハロゲン化難燃剤

 HFR）を巡る規制が循環阻害物質に関す

る象徴的事例となっている。 

欧州委員会は、2019 年に採択した ErP指

令  EC）（ 2009/125）の実施規則である電

子ディスプレイのエコデザイン要件

 (EU)2019/2021）8）の附属書Ⅱ（ D4 項に

おいて、電子ディスプレイの筐体及びスタ

ンドへのハロゲン化難燃剤 HFR）の使用

を禁止した。 

背景として、プラスチックが製品重量の

約 40%を占め、そのうち筐体が約 25%に達

する一方、ハロゲン化難燃剤 HFR）を含

むプラスチックはリサイクル時の分別・処

理に追加コストを要し、現行技術・市場条件

では経済性が低いため、焼却が選択されが

ちであることが指摘されている。当該措置

の法的根拠は、ErP（ 指令（ Article（15（ 実施規

則による要件設定）および Annex（ I（Part（1（

§1.3(f),(h)（ 「再使用・リサイクルの容易性」

「再使用・リサイクルに不利な技術解の回

避」等のエコデザイン・パラメータ）が示さ

れている。 

当時業界からは「防火安全上必要」「化学

物質規制は REACH で行うべきでエコデザ

イン規則の範囲を逸脱している」との法的

異議が唱えられたが、欧州司法裁判所は

2022 年 3 月、この難燃剤禁止規定を支持す
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る判決を下した 9）。理由として、難燃剤がプ

ラスチックのリサイクル能力に及ぼす不利

益という循環経済上の理由で禁止を正当化

できるとの判断を示している。 

本事例は、製品設計段階で循環阻害物質

の使用自体を禁止した欧州初の包括的措置

であり、リサイクル工程への悪影響という

循環阻害の観点から製品設計段階での規制

が法的に認められた判例として非常に重要

である。 

ELV 規則やエコデザイン規則では、より

明確に循環阻害物質が規制対象とみなされ

つつあり、自動車分野においても、上記と類

似したアプローチによって、現在使用され

ている物質が規制対象となる可能性がある。 

 

4.2 電池分野における動向 

電池分野では、2023 年 8月に採択された

バッテリー規則  EU）2023/1542）10）にお

いて、循環阻害物質について言及されてい

る。 

バッテリー規則では物質の制限が定めら

れており、現在は水銀、カドミウム、鉛や、

それぞれの化合物が対象となっている。そ

して、今後制限すべき物質を精査するにあ

たって、欧州委員会に対し、欧州化学品庁

 ECHA）の支援の元、2027 年 12 月 31 日

までに SoC について電池中の存在状況や、

電池製造時の使用状況等に関する調査報告

書を作成することを求めている。注目すべ

きは、ここでいう懸念物質について、（「人間

の健康や環境に悪影響を及ぼす物質、また

は安全で高品質の二次原料のリサイクルを

妨げる物質」と述べられている点である。 

当該調査を推進するためのワーキンググ

ループ ECaBaM Exchange（ &（ Capacity-

building（Group（on（Battery（Materials）では、

リサイクルを妨げる例として、以下が挙げ

られている。11） 

• ブラックマス 粉砕後に得られる金属・

炭素混合物）中に（ PFAS（ が残存すると、

作業者の安全リスク ばく露や健康被害）

が高まり、適切なリサイクル処理が困難

になる。 

• リチウムが他金属と合金を形成すると、

分離回収が技術的にほぼ不可能となり、

二次原料としてリチウム単体の回収がで

きなくなる。 

現在、ECHA は企業アンケートや分析を

通じ、電池中に含まれる物質やリサイクル

中に添加・生成される物質をマッピングし、

SoC のリストの作成を進めており、調査結

果は 2026 年末までに欧州委員会に提出さ

れる予定である。バッテリーは自動車分野

との関わりも深いことから、当該調査の状

況を、引き続き注視することが望まれる。 

 

4.3 包装（パッケージ）分野での動向 

包装 パッケージ）分野においても同様

に、2025 年 1 月に採択された包装および包

装廃棄物に関する規則 Packing（ and（

Packaging（Waste（ PPWR）（ (EU)（2025/40）

12）において、循環阻害物質について言及さ

れている。PPWRでは、市場に投入される

すべての包装に対してリサイクル適合設計

 Design（for（Recycling）を義務化しており、

具体的基準を 2028 年までに策定する予定

である。 

PPWRでは、包装中の SoC濃度を最小限

にすることを規定している。さらにバッテ
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リー規則同様、欧州委員会及び ECHAに対

し、2026 年 12 月 31 日までに包装材料中の

有害化学物質およびリサイクル阻害物質の

網羅的同定調査の実施の上、包装材中の

SoCを列挙し、再利用およびリサイクルや、

安全性への影響を判断すると規定している。 

自動車分野では、樹脂部品に包装材と共

通の高分子が多く使われる。したがって、包

装で規制される循環阻害物質は、自動車樹

脂のリサイクルにも同様に問題となり得る。

よって、PPWR に関する議論状況を、引き

続き注視することが望まれる。 

 

５． 自動車サプライチェーンへの影

響ととるべき対策 

前述の通り、ELV 規則やエコデザイン規

則では、これまでの健康や環境への有害性

といった観点に加え、リユースやリサイク

ルに悪影響を及ぼす「循環阻害」という観点

についても、管理の対象となり得ることが

重要な点である。 

そしてELV規則のリサイクルプラスチッ

ク使用義務によって、自動車由来のリサイ

クルプラスチックに含まれる化学物質が、

新車の発売当時は「適法」であった場合で

も、再生材として利用される時点では「規制

対象」とされるリスクが生じる。 

さらに、2章で示した通り、SoCのうち健

康や環境への有害性といった観点について

はある程度基準が明確化されているが、循

環阻害という観点は見通しが不透明である

 図２）。 

このため、4章の動向等も参考としつつ、業

界全体で自動車の廃車プロセスを整理の上、

リユース・リサイクルを阻害する基準等の

整理を行うことが、今後求められると考え

られる。 

管理を実施する上での具体的な対応策とし

て、まずは車両循環パスポートやDPPを活

用し、今後循環阻害物質として規制される

可能性のある懸念物質の含有情報を、リサ

イクラーまで確実に情報伝達することが必

要になると予想される。 

 

図 2 サーキュラーエコノミーにおける化学物質のフロー 
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一方、仮に情報伝達がなされたとしても、現

状は別の年代や他のメーカーの自動車がま

とめて廃車処理されており、実際に循環阻

害物質を考慮したリサイクルの実施は難し

いと想像され、規制対応コストも膨大なも

のになると想像される。よって、廃棄物管理

業者との連携を図り、自社の使用済自動車

のみから新車を製造する「クローズドルー

プ・リサイクル」等の取り組みも、今後の鍵

となると考えられる。 

他の対応策として、リサイクラー側から

のアプローチとしては、廃プラスチックを

プラスチック製品の原料として再利用する

「マテリアルリサイクル」ではなく、廃プラ

スチックを化学的に分解して他の化学物質

に転換する「ケミカルリサイクル」の活用が

考えられる。一方、包装 パッケージ）分野

の規則PPWRでは、包装材の要件として「マ

テリアルリサイクルのために設計」と表現

される等、欧州におけるケミカルリサイク

ルの扱いは現時点で不透明である。なお最

新動向として、使い捨てプラスチック指令

 SUPD）の実施措置において、飲料ボトル

を対象に、ケミカルリサイクルも含めたリ

サイクルプラスチック含有量の算定・検証・

報告に関するルールの検討が行われており

13）、当該検討結果が今後のケミカルリサイ

クルの位置づけの基準になると予想される。 

またメーカー側からのアプローチとして、

設計段階から規制対象とみなされる可能性

が低い化学物質のみを使用することが考え

られる。例えば EUで検討が進められる「安

全で持続可能な設計 SSbD Safe（ and（

Sustainable（by（Design）」の化学物質の基準

では、化学物質や材料について、ライフサイ

クル全体を通じて、安全性と持続可能性の

基準を評価し、定義するためのアプローチ

が取られている。つまり、将来的に規制され

る可能性が低い物質・材料ということがで

きる。このように、部品メーカー等の協力も

含め、現時点から SoCとみなされる可能性

が低い化学物質・材料のみを使用すること

で、長期的には循環車両パスポートやDPP

等を通じた情報伝達の必要性が低くなり、

将来的な規制対応コストを削減することが

できると考えられる。 

 

６． おわりに 

サーキュラーエコノミーの加速に伴い、

化学物質分野でも循環性に関する新たな動

きが次々と現れている。例えば、2025 年 7

月 8日に欧州委員会が公表した（「European（

Chemicals（ Industry（Action（Plan 欧州化学

産業行動計画）（ COM(2025)530）」14）では、

化学分野の循環性の推進について言及され、

また使い捨てプラスチック指令の下でケミ

カルリサイクルの安全かつ効果的な導入を

支援すること等が掲げられている。こうし

た状況の中、循環阻害物質の管理はますま

す重要になると考えられる。 

日本の自動車メーカー等も今後、循環阻

害物質の特定等に向けた動きを注視しつつ、

先読みした対策を講じていく必要があろう。 
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